
大田区自立支援協議会 就労支援部会議事録 

          文責： 田中（事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 就労支援部会（第 1 回） 

(２) 開催日時 平成 28 年 5 月 16 日（月）15：00～17：00 

(３) 開催場所 HK－203 会議室 

(４) 出席した委

員、事務局 

部会長：鶴田雅英 

志村陽子 中野真弓 別所孝治 大内伸一 

小平真理 都丸利奈子 小林清一 森村明香 

岩本朋恵 國分由記枝 田中由紀 酒井弘美 

富田文子    

区職員     

関係者    山田達也 広瀬健次郎 

事務局    木伏正有 徳留敦子 村田亮 滝本裕弥 

欠席者    根本 理子 富永眞也 関香穂利 

（５）内容・要旨 ●内容 

１ 部会長選任の確認 

 

２ 自己紹介 

各委員の業務報告及び、それぞれの立場から 28年度就労支援部会への意見発

表。 

 

３ 司会・書記の確認  

  司会は作業部会のうちから選出し、輪番で行う。 

  書記は司会以外の委員が輪番で行う。 

 

４ 連絡・報告事項 

１）平成 28年度自立支援協議会第一回本会について 

① 本会役員の報告。 

② 27年度の地域移行部会が 28年度は地域移行・地域生活支援部会に変更

になったとの報告。 

③ 27年度自立支援協議会では、区からおおた障がい施策推進プランの進捗

状況の確認という依頼があった。しかし、28年度は本来の目的である各

専門部会での議論を中心に行う時間を確保するため、区からの依頼はな

かった。 

就労支援部会としては昨年度の議論をふまえ、同プランの進捗状況の確

認は継続していく。進捗状況を確認し、大田区障がい者施策推進会議に

反映するように議論していく。 

④ 他の専門部会第一回の報告。 

 

５ 本日の検討課題 

作業部会委員、編集委員、運営会議委員の選出。 

 

 

 



６ 28年度検討課題の確認 

１） おおた障がい施策推進プランの進捗状況の評価と見直し 

 次期プランへの反映に向け、施策の実態調査を行う。調査に当たって

は、ＰＤＣＡをより意識して行う。 

 

２） 就労支援ネットワークづくり～地域として共有すべき課題～ 

①障害福祉サービスを選ばない人（普通高校、大学、フリースクールな

どの若者支援、生活困窮者支援等）への支援について。 

⇒いわゆる普通の学生でも就労ができないご時世のなかで、どのよう   

に支援していくかが課題ではある。しかし、各委員が把握している実情

について報告し、今後の具体的な対応の土台がつくれると良い。 

 例えば、大学での受け入れとして、聴覚障害者へのノートテイクボラ

ンティアや肢体不自由者への身体的介助ボランティアがあるように「み

えない障害」への配慮にも取り組みだしている。 

 また、区内でチャレンジ校という、不登校傾向にある生徒を対象にし

た進学クラスもある。生活訓練と就労移行支援を合わせて行う多機能事

業所もある。そういった機関の情報収集や連携の方法を検討していく。 

  

②愛の手帳の成人更新において軽度になる方や非該当になる方がいて、

グループホームや通勤寮が利用できないなどの課題がある。 

 

③就労継続支援Ｂ型の今後の在り方について。 

⇒就労継続支援Ｂ型から就労する人が増え、定着支援の量が増えている。

反面、利用者の高齢化も進んでいる。就労継続支援Ｂ型が就労移行支援

や生活介護との多機能化などが必要になるのではないか。 

 

④中途障がい者の復職・就労支援と経済補償 

⇒もともと生活保護を受給し独居で生活している方は、就労することに

より経済的には、就労前より苦しくなる場合がある。 

 就労継続支援Ｂに通うことで仕事という認識をもち充実した生活を送

れている人もいる。就労にまつわる経済的な事情もふくめ、実情を把握

し支援を検討いく。 

 

 

３） 就労定着支援の質と量の調査に関すること 

①プレ調査を部会委員の事業所で実施していく。 

②次期プランへ反映するため、調査内容を検討する。 

③総合支援法見直し「就労定着支援事業所」議論についての情報収集を

行う。 

 

４） 企業就労以外の多様な働き方～事例と体験談～ 

①就労継続支援Ｂ型や地域活動支援センターと就労との併用。 

⇒法定雇用率に該当しない働き方（週 20時間未満の就労）。 

 企業就労をしながら就労継続支援Ｂ型に顔をだすことで定着できてい

る場合もある。 

 



②本人のニーズに合わせた働き方。 

 ⇒在宅での就労や夜間就労など、多様な働き方 

 

５） その他 

①ゲストスピーカーについて 

２）や４）の検討課題に関連したゲストスピーカーを依頼する。 

地域の課題を共有し、地域として対応策や支援方法を検討する。 

 

７ 年間スケジュールの確認。 

  原則毎月第 3月曜日 15時から 17時 

  場所は蒲田近辺の会議室及び障がい者総合サポートセンター 

 

８ 次回日程 

平成２８年６月２０日（月） 

  １５時～１７時 ９０５会議室（大田区役所９階） 

 

 

 

 


